
 

 まもなく「百四十周年記念Ｙ校祭」、そして「百四十周年式典」と、校内では１４０周年を祝う

雰囲気が高まってきています。 

今回のＹ校アーカイブは、Ｙ校３０周年時に作られた「横濱商業學校誌」です。明治１５年（１８８２年）の設立

から明治４５年（７月より大正元年）（１９１２年）までの３０年間の記録です。布張りの表紙に紐で綴じられています

が、紐は劣化してしまったのか結び目が無い状態です。同様の装丁の「横濱商業學校誌附録」には紐も残って

います。大きさは縦３０㎝、横２５㎝、厚さは３㎝ほどあります。附録の厚さは２㎝です。第一章の「創立及び校舎

の変遷」に始まり、第十二章の「教育方針」まで、目次以下７４ページにわたり、Ｙ校の３０年間の記録が美しい

手書きの文字で原稿用紙にしたためられています。 各章には薄紙で守られながら挟み込まれた写真が全部で

２０点あり、当時の様子をうかがい知ることができます。 

  

明治 45 年当時（明治 38 年築）の校舎 

背景には清水ヶ丘が見られます 

左は明治 22 年築、右奥は明治 31 年築の校舎 
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  「横濱商業學校誌  



 

第三章 「規則及び施設の変遷」 に 「商品陳列室」 の写真がありました。 

「明治二十三年八月幾多の商品見本を校内に陳列しその産地製造人より外国需用地消費方に至るまで

各品おおよそ百の関係を説明し、輸出拡張の道を購究するの便益に供す」 とあります。 現在Ｙ字棟４階にあ

る 「商品実験室」 にその名残が見られます。 

 

 

 

  

附録には、学校で使用している出席簿や試験問題用紙などの書類の様式が綴じられています。 

裏表紙には生徒手帳がすっぽりと収められていました。 

商品陳列室 

規則及び施設の変遷 
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